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通路は，設計計画においても一般に単なる通行I[関する行動，日常生活慣習として扱われる面があり 9
これより個人の不快を招く事柄L 人間の順応性を期待しているのが現状である。これは歩行動作を
単純動作と考え，基本的な歩行特性を考慮していない点にも原因があると考えられる。そこでこうし
たことの手がかりとして，本論文では 9 歩行時における人体動作を分析することにより，通路lζ設置
された家具の，歩行動作に与える影響をさくり，もって通路構成による歩行特性を明らかにしようと
するものである。
1. はじめに せて実験を行なっている。
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本研究は歩行時における人体動作を分析することによ
り，通路に設置された家具の，歩行動作l乙与える影響を
さぐり，もって通路構成による歩行特性を明らかにしよ
うとするものである。折れ曲がり通路においては，すで
に両面壁体の場合1Jと片面壁体の場合2)について報告
したので，これら1[51き続き今回は総合的にみた折れ曲
がり通路における複数歩行者の通り抜け歩行について報
告する。
表 1及び図 lは今回取り扱う通路構成を示したもので
あるが9ζ こでは両面堅休外家具を DL。 というように，
それぞれの通路構成を DLo，DL" SLo， SL，と田書記して
いる。また歩行者のIJ1[発時における配列位置 S.P.!に
より，歩行者が4人や 5人の場合は当初から追随関係が
できているが， とれを「縦列関係」とし， S.Pで(立場
随関係がないが歩行中!こ迫随関係が生まれるものを「横
列関係」として扱っている。
ここでは通路幅員 (L) を L~l ， 1.5，2，3，4 
mlζ，家具高さ(日)を H=45， 90， 135cmiこ，歩行
人数 (M) をMニ 2，3， 4， 5人lこ，それぞれ変化さ
表 1 通路構成
* 1 建築学科 * 2 建築学科
(c) SLo 
百ヲ
(b) DLi 守 (d) SLi 
図 l 通路構成例 (H=45cm， L =3m) 
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2. 解析結果の検討
①歩行形態
歩行形態についてみると，表 21乙示すとおり，横列関
係では内側の歩行者が角退出時l乙先導者となる戸型が一
般的であり，縦列関係では前列者が後列者を角進入時退
出時とも先導する S型が一般的である。これは折れ曲が
り地点における横列歩行では 9 一般に外側の歩行者は内
側の歩行者に遅れないとするため 3 角進入時直前には内
側の歩行者よりやや先行するが，折れ曲がり後は内側の
歩行者lこ追随するためと考えられる c そこで横列関係に
おいて内側の歩行者が角進入時退出時とも先導者となる
α型l乙着目すると， α型はM=2人の場合lこ多しまた
幅員が小さいほどα型が生まれる可能性か高くなる。
(表 3，表4，表 5参照)
通路構成による比較を行なうと，両面壁体外家具，間
表 3.横列関係における歩行形態
〈単位， .7.) 
¥精押髄l48 0(.笠 8苦邑 せa他 首十
DL。 25.0 59、O 16.0 100 
DLι 28.2 62.9 "1.0 100 
SL。 30.1 ら6‘4 13.15 100 
SLι 24.4 62.2 13.5 100 
平間 26."'1 60.1 13.0 100 
表 4.α型における歩行人数の比較
( 単イ立 7.) 
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表 5 α型における幅員の比較
(単位 % ) 
誌面倒 L;;> 1.5 L> 1.5 者十
DL。 6q司2 30.8 100 
DL" ら4.5 4与ら 100 
SL。 与与'3 44.7 100 
3しる ら0.0 50.0 100 
車問 1;';て l 4-2.Q 100 
」ー
面壁体内家具及び片面壁体内家具では幅員と人数による
影響しかみられないが，片面壁体外家具では幅員9 人数
とともに，表 61e示すとおり，家具高さによる影響も認
められ， H =45cmてUはα型が生まれる確率が高くなる。
②歩行速度 V (m/min) 
歩行速度については_.般に幅員が大きくなるにした
がって歩行速度も大きくなる。図 2は各通路構成の歩行
速度の平均値を示したものであるが，片面幣休では岡両
壁休と比べると幅員lこ比例して歩行速度が大きくなる率
がI高くまた大きいが， ζれは開放された宅問では歩行は
速くなることが考えられる。また家具高さについては，
両面壁体ではほとんと違いはみられないのに対し，片面
壁体の外家具では歩行速度は H=45く90<13.5 c皿で，内
家具では逆[こH二 45>90> 135 cm ある。すなわちH=
45cmは，内家具では歩行速度一は大きく，外家具では逆lこ
小さいことより， 通路構成が歩行動作(こ強く影響し
ていることが分る。またここでは片面壁休の内家具では
H=羽田が開放性が強し外家具では逆(こ閉鎖的と考え
られる可能性もあるが，片面壁体外家具のH=45cmのよ
うに外側に開放されたものは，家具側lこ引き寄せらt1る
ため歩行速度は小さくなるといえる。
表 6.α型における家具高さの比較
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③ 回転隅角面積:A (m2) 
図3は各歩行空間の向転隅角商積の平均値を示したも
のであるが，これによると回転隅角面積は幅員lこ最も影
響をうけ，一般に幅員が大きくなるにしたがって大きく
なる。これは歩行動線を通路の中央lことるため当然の結
果といえよう。ところで注目すべきは，幅員における各
[玄関lこ各通路構成独自の特徴がみうけられることである。
すなわちL孟 1.5mにおいては外側に開放性があると考
えられる外家具が，内家具より回転隅角面積が大きく，
1.5孟L<3mでは両面壁体より片面壁体の方が回転隅角
面積は大きく，またL主 3mでは片面壁体より両面壁体
の万が回転隅角面積は大きくなっている。そしてL孟 3
mでは歩行者は家具側l乙引きつけられると思われること
からョ両面廃体，片面壁体いずれも内家具より外家具の
方が回転隅角面積は大きくなっている。ところが 1岨5孟
L<3mの片面壁休では内家具は外家具に比べて回転隅
角面積がかなり大きくなっているのである。これにより
片面一壁体内家具ではL=2mあたりに特異な歩行特性が
あると考えられる。
④ 角接近距離:d (cm) 
図4は各通路構成の平均値を示したものであるが，一
般に幅員が大きくなるにしたがって角接近距離も大きく
なる。幅員が大きいと (L>2m)両面壁体より片面壁
体は内回りで.また内家具の方が外家具より内回りとな
る。そして ζの場合家共が低いほど内回りとなる。とこ
ろが幅員が小さいと (L壬2m)それぞれの通路構成に
よる特徴がみられる。特IC片面壁体外家具では他の歩行
空間より角接近距離は大きく，外家具側lこ歩行者は引き
つけられている。この場合H=45cmは 135cmより角接近
。
図 5.h，lBl， L = 1m， M = 2人
距離は大きくなっている。 また H=90cmは H=45cmと
135cmの両方の要素を持っていると考えられる。
⑤ 折れ曲がり動作開始位置 L，181， 'm:、l
折れ曲がり動作開始位置についてみると，幅員(こよ勺
て各通路構成の特徴がみられ，およそ 3つに分けて考え
る乙とができる。
まず第 11と幅員が小さいL<1.5mでは，図 5に示す
ように，外家具と比較して内家具は早く折れ曲がり動作
を開始する。
内家具の場合，全体的には両面壁体と片面壁体の顕著
な違いは認められないものの，家具高さ45cmでは片面壁
休の方が早く折れ曲がり動作を開始し 135cmでは両面
壁体の方が早く折れ曲がり動作を開始する。また片面壁
体内家具のH= 135cmは，内家具の申では一番折れ曲が
り動作が遅く，片面壁体内家具における H= 135cmは歩
行者を反発させるものであると考えられる。
一方外家具では明らかに片面壁体の方が両面壁体より
遅く折れ曲がり動作を開始しており，歩行者が外家具に
百!っぱられているような結果がみられる。家具高さにつ
いては，両面壁体ではほと人ど違いはみられないが，片
間護体ではH= 135c皿の方が45cmよりやや外家具よりの
動線をとり，折れ曲がり動作が遅れるといえる。
第2に図 61乙示すように，幅員が大きい場合 (L>2 
m)，幅員が小さい場合!こみられたように，内家具では
外家具より早く折れ曲がり動作を開始し，特!こ片面壁体
にその傾向が強い。
内家具では片面壁体の万が両面墜体より早t折れ曲が
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り動作を開始する。そして相万とも H=45cmは135cm
より家具側l乙寄った形で早く折れ曲がり動作が始まる。
特IC片面壁体内家具の日 =45cmでは他のどれよりも折
れ曲がり動作が早い。
また外家具でも内家具の場合と同様に，両国壁体より
片面壁体の万が折れ曲がり動作が早いが，家具高さによ
る顕著な差はみられない。すなわち幅員が大きいと家具
高さの影響は外家具の場合は弱C'が，内家具の場合は強
く出てくると考えられる。
第 31こ1.5壬L主 2mlこあたる区間では，図 7I乙示す
ようにほとんど通路構成による違いはみられない。わず
かに，内家具は内家具側を，外家具は外家具側lこ折れ曲
がり動作開始位置が集中する傾向がみられる。
⑥ 折れ曲がり動作終了位置:1" 1 B 2 (m;) 
折れ曲がり動作終了位置についてみると，幅員が大き
いL主 2mの場合，図 8に示すように，外家具では内家
具より早く折れ曲がり動作を終了し， )屋く折れ曲がり動
作を終了するものほど内壁あるいは内家具側lこ寄る傾向
がある。また片面墜体と両面壁体を比較するとヲ両面壁
体の方が折れ曲がり動作を終了するのが早い。折れ曲が
り動作終了の早い順lこ示すと，一般的には両面壁体外家
具，片面壁体外家具，両面壁体内家具，片面壁体内家具
となる。家具高さについても明らかにその違し、がみられ，
内家具ではH=45crnは折れ曲がり動作終了が遅く門家具
側!こ位置しており，家具側に歩行者が引きつけられてい
ると考えられる。またHェ 45c皿の外家具ではH= 135crn 
。
DL" 
01-. 
SLo 
51.': 
o H四4Jも
d.O 
iθ1 ( .) 
10 
図 6.h1Bl L=4m， M=5人
l'吾1;
ι町
のものより外家具側に位置する。
またL<Zmでもほぼ同様であるが，図 91ζ示すよう
に，外家具では外家具{郊に寄った形で早く折れ曲がり動
作を終了し，内家具では門家具側l乙寄った形で遅〈折れ
曲がり動作を終了する。家具高さについても 9 いずれも
H =45cmは 135cmより折れ曲がり動作終了は遅いのが
特徴である。
⑦ 追随位置:S" SB" S" SB， (cm:) 
角進入l時における追随位置をみると，図10ヲ図111乙示
すように， Slはおよそ 1孟S，三五1.5mI乙集中しており，
図7目 1"1仇 L=2m，M=5人
主回 、。 。
図 8. 12， 16も L=4m，M=5人
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幅員、が大きくなるにしたがって歩行者は先導者が視覚的
にもじゃまにならない位置，すなわち視界の広い地点に
位置するといえる。各歩行空間による違いはほとんどみ
られないが，幅員が小さい L<2mでは，内家具の場
合H二 45cmは 135cmと比べて視界の広い地点に位置する
といえる。またこの場合，両面壁体内家具のH=45cmで
は先導者([近寄った形で，片面壁体内家具では先導者よ
り離れた形での位置関係にあるのが特徴である。幅員の
大きい場合lこは男通路構成による影響が大であると考え
られる。
一万角退出時における追随位置についてみると，図12
J乙示すように，角進入時と比べてより視界の広い地点l乙
位置するといえる。角進入時同様，各通路構成の違いが
みられないが，家具高さについては特徴がみられる。す
なわち両面壁体内家具では H=135cmは45cmと比べて先
導者からかなりの距離をおいた地点l乙位置し，片面壁体
内家具の H= 135cmは45cmと比べると視界の広い地点l乙
位置するといえるのである。しかし外家具の場合は明確
な傾向はみられない。
3，結論
以上のことより次のことがいえる。
① 幅員が小さいと歩行は規制され整然とした歩行形態
をとる。
② 横列関係において 2人の場合では内側の歩行者が
主導権をにぎる可能性が高く必然性はあるが 3人で
は各歩行者の個性が出やすい。すなわち人数が多くな
るほど行動予測は複雑となる。
③家具高さ 45c皿と 135cmとはその存在感が全く異なっ
たものであると考えられる。
④壁体がなく家具だけの場合にその効果は大きい。特
ぬョ
止。
lco 
l主=。
s."， 
?? ?
図12， S2， SB2 L=4m， M=4人
lこ幅員が大きい場合にその存定感も大きい。
⑤ 壁体がある場合は家具の存{f:惑は小さくなる。しか
しこれも幅員が小さいとその存fE;惑は大きL、。
⑥家具高さ 90叩は45c皿や 135cmの両方の要素を持ち，
環境条件によって変化する。
⑦家具によっては歩行者を引き寄せる要素と反発させ
る要素の両面を持つ。 一般に家具高さ 45c皿は歩行者
を引き寄せ 135c皿は反発させる。これが折れ曲がり
動作lこ顕著に現われる。
⑧ 幅が l，5mないし 2mが，通路構成による歩行者へ
の影響力の変化する区間であるため，設計百十画におい
ては幅員による考慮も必要である。
人体動作分析による空間規模に関する研究(第38報)
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